
に
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
一
々
の
誤
謬
を
詮
索
す
る
が
如
き
愚
行
は

や
め
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
大
家
な
れ
ば
な
る
程
暦
二
暦
の
旗
重
さ
の
あ
る

こ
と
が
墓
ま
し
い
。
害
盆
共
に
影
響
す
ろ
所
が
大
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
。

筆
者
ば
本
書
の
古
代
及
中
世
の
部
分
に
潜
む
閣
が
、
本
書
の
誇
と
す
べ
き

近
世
史
の
光
輝
に
も
そ
の
燈
影
葎
及
ぼ
さ
ざ
る
か
な
怖
れ
る
者
で
あ
る
。

（
四
切
五
十
鑓
、
敏
育
研
究
會
優
勢
）
　
〔
非
上
〕

○
明
治
史
研
究

渡
邊
幾
治
郎
著

　
近
善
玉
治
史
研
究
に
野
す
ろ
聖
心
の
昂
ま
り
薫
れ
る
事
ほ
誠
に
属
…
鋤
し

い
ば
か
り
で
あ
る
が
、
今
ま
れ
元
臨
時
帝
室
編
修
官
渡
擾
幾
治
郎
氏
の
新

著
明
治
史
研
究
が
公
刊
さ
れ
六
事
を
憲
び
と
す
る
の
で
あ
る
。
本
書
ほ
著

者
が
過
去
数
年
公
務
の
絵
画
獲
表
さ
れ
理
論
講
な
補
綴
集
輯
さ
れ
象
も
の

で
、
販
婦
分
つ
こ
と
四
、
政
治
篇
、
人
物
篇
、
靴
愈
編
、
雑
篇
等
、
そ
の

各
々
に
薮
個
の
論
誹
な
包
轄
曝
し
め
て
順
序
よ
く
排
列
さ
れ
て
み
ろ
．
而

し
て
そ
の
随
所
に
、
多
年
明
治
史
研
究
に
酔
興
さ
れ
常
に
薪
ら
し
き
史
料

に
接
す
る
擾
會
た
持
六
れ
六
關
係
上
、
從
來
の
談
傳
を
訂
正
し
、
疑
問
た

解
噛
冒
す
べ
卦
・
多
く
の
研
究
が
見
縄
さ
れ
ろ
。

　
銃
撃
我
々
ば
第
｝
の
政
治
篇
、
第
二
の
人
物
篇
の
歌
論
に
委
曲
な
盤
し

て
描
か
れ
て
み
る
．
．
閉
治
時
代
の
政
治
的
大
立
物
に
慰
す
る
記
述
に
、
本

書
の
最
も
重
要
な
る
部
分
が
あ
ろ
と
患
ふ
の
で
あ
る
Q

　
明
等
量
に
於
て
、
蘇
に
そ
の
政
治
的
豊
門
に
於
て
，
研
謂
維
新
の
元
働

と
構
ぜ
ら
れ
る
如
き
、
県
単
ぜ
る
個
人
、
特
異
な
る
個
人
が
、
時
代
の
動

向
に
決
定
的
な
役
割
な
果
し
て
み
る
と
ほ
、
從
來
一
般
に
考
へ
ら
れ
レ
て
來

紹

介

雲
事
で
あ
る
。
從
っ
て
そ
れ
ら
元
勲
た
ち
の
事
蹟
の
研
究
ぱ
畢
に
そ
れ
ぞ

れ
の
傳
寵
に
終
う
も
の
で
に
な
く
、
明
治
時
代
文
化
の
理
解
に
資
す
る
事
．

大
な
り
と
さ
れ
て
み
る
。

　
さ
て
本
書
に
於
い
て
ぱ
、
大
久
保
利
魎
、
岩
倉
帯
親
、
伊
藤
傅
文
、
大

隈
重
信
、
由
縣
有
朋
等
、
こ
の
時
代
の
政
治
的
申
橿
な
な
す
人
物
の
事
蹟

為
「
々
礁
實
な
る
史
料
典
隷
を
提
議
し
て
描
篇
し
つ
＼
そ
の
各
章
を
…

貫
し
て
明
治
政
治
史
の
展
開
な
示
し
て
み
る
。
即
ち
太
政
宜
醇
代
の
藩
閥

の
鋤
力
が
、
立
憲
政
彊
へ
の
推
移
の
問
に
、
殊
に
自
由
改
進
の
二
大
政
蕪

の
進
溝
が
顯
薪
と
な
る
に
及
ん
で
、
漸
次
動
揺
単
蹄
し
糞
の
で
あ
る
が
、

し
か
も
か
く
蕎
藩
閥
勢
力
が
動
挨
す
う
に
至
っ
て
、
却
っ
て
官
僚
と
攻
蕪

と
の
明
確
な
ろ
封
主
翼
齋
ら
す
に
至
つ
六
大
勢
が
理
解
娼
來
る
と
思
ふ
。

　
署
者
俵
本
書
の
説
蓮
に
営
り
所
々
に
現
今
の
我
國
の
欺
勢
と
思
び
合
さ

れ
て
み
る
が
、
か
・
る
黙
に
就
い
て
み
て
も
正
し
く
現
代
に
於
け
ろ
好
著

六
ろ
存
失
ば
ぬ
で
あ
ら
う
。
（
発
墨
四
一
〇
頁
、
蛭
類
滲
圓
、
東
京
樂
浪

書
院
獲
行
）
　
〔
暗
野
谷
〕

・
御
一
書
覆
畿
　
鶏
群
編

徳
川
幕
府
が
随
噂
起
れ
示
し
六
る
班
の
條
章
、
町
方
布
令
、
其
他
の
例

規
等
を
離
京
編
纂
し
た
鰯
書
集
成
に
就
い
て
は
、
瀧
蓬
義
象
氏
が
其
の
「
日

本
法
制
史
害
厩
解
題
」
の
中
に
天
保
集
成
の
蝿
頭
の
要
丈
な
引
い
て

　
寛
保
中
有
徳
公
ノ
命
ヲ
奉
ジ
、
慶
長
照
年
ヨ
リ
寛
保
讐
年
二
至
ル
百
二

＋
九
年
間
・
響
、
凡
ソ
羊
吾
五
＋
導
以
・
入
＋
部
五
＋
轟

　
の
も
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

叩
ス
、
霧
公
・
噂
延
享
元
年
ヨ
嚢
暦
＋
年
量
半
七
年
間
・

　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
巻
　
第
一
號
　
　
二
〇
三

（　2C3　）


